
ヤブコウジ 万葉名：やまたちばな
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竹藪の中などに生えるヤブコウジ科の常緑

小低木。根は生薬として利用されている。晩

秋につける赤い実が美しく、とても丈夫なこ

とから観賞用として栽培されている。また、

夏に淡いピンク色を咲かせるが、小さく下向

きに咲くため実と比べると目立たない。

（花期：7月～8月）
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